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1. フットボールの成立と分裂
｢Football｣ という英単語は, 現在, 世界のほ
ぼどこでも私たちが ｢サッカー (soccer)｣ と呼
ぶボール競技を指す｡ 例外はアメリカ合衆国 (以









1863 年にイングランドで Football Associa-
tion＝FA (イングランド・サッカー協会) が結













ル, ラグビー校の名前をとって 1871年に Rugby
Football Union＝RFU (イングランド・ラグビー













































































の ｢ナッパン (knappan)｣, イングランド南西部
のコーンウォール州の ｢ハーリング (hurling)｣,
イースト・アングリア地方の ｢キャンプ・ボール
(camp ball)｣, アイルランドの ｢キャッド (cad)｣,
スコットランドのボーダー地方の ｢バ・ゲーム
(ba game)｣, フランスのノルマンディー地方な












































村敏雄が前掲書で引用した I. R. Moirの表によれ
ば, イングランドで 1314年から 1847年までの間


























したことで, パブリックスクールの ｢校庭｣ に場
所を移して行われていたフットボールが, 大々的
に注目され, 生きながらえることになった｡ 代表












































































































































グランド, スコットランド, アイルランド(11), ウェー
ルズ, フランスの 5協会による対抗戦 ｢Five Na-
tions (日本では五カ国対抗と訳された｡ 現在は
上記 5 協会にイタリアを加えて Six Nations と
なっている)｣ を開催するところまではこぎ着け
















































この対立点が ｢手｣ の使用と ｢ハッキング｣ を








































つまり, ルール統一のための集まりで ｢手｣ の






















































































































































































































































































れず, フレンドリー・マッチ (親善試合) の扱い
をされていた(17)｡
ラグビーは, そこまでハードルを高くすること
























につけた時点で ｢倒れた｣ と見なされ, ｢ボール・
デッド｣ となってプレーは停まる｡ そして, セッ
ト・プレー (set play＝静止した状態からその競
技で定められた方法で行われる, ゲーム再開のた















































































































































national Rugby Board (IRB) では, 現在も創
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設当時のオリジナル・メンバー (イングランド,
スコットランド, アイルランド, ウェールズ, フ
ランス, ニュージーランド, オーストラリア, 南
アフリカの 8協会) が理事会において他の理事国
(アルゼンチン, イタリア, カナダ, 日本および















































2008年 11月 26日に IRBが出したプレス・リ
リースにはこんな一節がある｡
“RWC is estimated to have the potential
to generate up to £2.1 billion in economic
benefits”(19)






















( 1 ) 中村敏雄 『オフサイドはなぜ反則か』 増補版,
2001年, 平凡社, p. 67.
( 2 ) 同上｡




( 4 ) 中村敏雄, 前掲書, p. 76.
( 5 ) 上野裕一・小松佳代子 『モラル・エージェント
としてのラグビー』 p. 11 (『ラグビーのちから』
2007年, 叢文社所載)｡
( 6 ) 中村敏雄, 前掲書, p. 247.
( 7 ) 中村敏雄, 前掲書, p. 253.














( 9 ) 日本では勝ち抜き戦を ｢トーナメント方式｣ と
呼ぶ場合が多いが, ｢トーナメント (tourna-

















(12) 同, p. 150.
(13) 1863 年のアソシエーション・ルールでは第 6
条にこの規定があるが, 内容は ｢ボールより前に











(14) 中村敏雄, 前掲書, pp. 249257.
(15) 上野・小松, 前掲書, p. 17.
(16) 同上｡





(18) 大西鐵之祐ほか 『闘争の倫理 スポーツの本
源を問う 』 1987年, 二玄社｡
(19) IRB Media Release: IRB Boosts Competitive-
ness of RWC Bidding Process, 26 November,
2008.
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《注》
